
212026.1

文化財散歩
よねざわ

CIR monthly column !CIR monthly column !
Quynh's Thoughts

on Yonezawa
Quynh's Thoughts

on Yonezawa
国際交流員クインのコラム

幸徳院観音堂（笹野観音堂）

バイン・チュン

ベトナムでのテトの様子

龍の彫刻 鳳凰の彫刻

〈第 35 回〉

幸
こう

徳
とく

院
いん

観
かん

音
のん

堂
どう

（笹野観音堂）
■問合せ／社会教育文化課文化財担当 ☎ 22-5111

〈3rd Edition〉
Tết Việt Nam

（Tết âm lịch）
ベトナムのテト
（旧正月）

　令和７年 10月 24日、国の文化審議会が開かれ、幸徳院
観音堂（笹野観音堂）を重要文化財（建造物）に指定すること
について、文部科学大臣へ答

とう
申
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がありました。

　幸徳院観音堂は平成 19 年（2007）に市指定、令和２年
（2020）に県指定の文化財となり、現在に至ります。本市に
おける建造物の重要文化財への指定は、昭和 48年（1973）
に指定された、旧米沢高等工業学校本館（現山形大学米沢
キャンパス内）以来となります。
　現在の観音堂は、前の観音堂が天保４年（1833）に火災で
焼失した後、天保14年（1843）に再建されたものです。入
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付いています。装飾も豊富で、龍や鳳凰などさまざまな動物
のほか、波や草花などの彫刻が施されています。残されてい
る史料から、渋谷嘉蔵ら４人の大工が棟梁として、庄内の後藤
藤吉らが彫刻に携わったことが分かっています。
　なお、答申のあった文化財は、官報で告示されることによ
り効力が発生します。本市の国指定文化財（国宝含む）は、
31件（うち建造物は２件）となる見込みです。

（ベトナム語）
     Chúc mừng năm mới! Năm nay là lần đầu tiên tôi đón năm 

mới xa nhà. Cứ mỗi độ xuân về thì cảm xúc nhớ nhà, muốn về 

quê lại xuất hiện nhưng năm nay tôi cũng đang rất háo hức được 

trải nghiệm phong tục đón Tết dương lịch của người Nhật.

     Ở Việt Nam, dịp Tết là ngày lễ quan trọng nhất của người dân. 

Tết này được tính theo âm lịch, mang ý nghĩa sự khởi đầu của 

mùa xuân. Giống như Tết Nguyên đán của Trung Quốc, năm nay 

Tết rơi vào giữa tháng 2. Khi Tết đến, mọi người sẽ đi lễ chùa và 

tham gia các lễ hội đầu năm. Ở Việt Nam có câu: "Mồng 1 Tết 

cha, mồng 2 Tết mẹ, mồng 3 Tết thầy", nên nhiều người vẫn đi 

thăm hỏi ngày Tết theo lịch trình này. Bên cạnh đó, vào dịp Tết, 

chúng tôi sẽ gói món bánh chưng truyền thống (giống bánh 

Chimaki của Nhật). Năm nào tôi cũng mong chờ Tết đến để ăn 

bánh chưng – món ăn yêu thích không thể thiếu vào dịp Tết.

     Tôi mong muốn sắp tới có thể tổ chức sự kiện Tết ở Yonezawa. 

Tôi sẽ rất vui nếu được mọi người đến tham gia. Rất mong năm 

nay tôi cũng được mọi người tiếp tục giúp đỡ!

（日本語訳）
　あけましておめでとうございます！今年は初めて家族と離れ
て過ごすお正月です。お正月になると家族に会いたくなりま
すが、日本のお正月の過ごし方を体験できるのも楽しみです。
　ベトナムには、「テト」という国民にとって最も重要な祭事
があります。テトは旧暦に基づき、春の始まりを意味します。
中国の春節と同じで今年は2月中旬に行われ、テトが始まる
と初詣やお祭りに行きます。また、「テトの元日は父方の親戚、
２日目は母方の親戚、３日目は先生を訪問して新年の挨拶を
する」という習慣があり、日本のちまきに似たバイン・チュン
という伝統的な料理を作ります。テトに
欠かせないバイン・チュンが大好きなの
で、いつもテトを楽しみにしています。
　米沢でもテトのイベントを行いたいと
考えていますので、ぜひご参加ください。
それでは今年もよろしくお願いします！
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R2 ～ R5 の受診率：県内 32 保険者中 27 位※３

※２

〈第 140 回〉

子どもたちの目の健康を守るために
～近視を防ぐ生活習慣～
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当 ☎ 22-2450

〈第 92 回〉

令和８年度 健診希望調査
1 月 22 日㈭までに必ず回答を！
■問合せ／健康課成人保健担当 ☎ 24-8181

　子どもの裸眼視力が 1.0 未満の割合は、40年前と比べて
幼稚園・小学校では約２倍に増大しています。近視は、大人
になってからの眼の病気と大きく関連することが分かってい
ます。白内障は２～５倍、緑内障は２～３倍、網膜剥離は、
近視度数によりますが２～ 13倍発症する恐れがあります。
　近視には遺伝要因と環境要因があり、環境要因としては、
外で遊ぶ時間が短いことや、スマホやタブレットを長時間近
くで見るなどの生活習慣が挙げられ、近視の進行に関係して
いるといわれています。また、最近の研究では、近視の予防
策として次のことが挙げられています。
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　対象者へ１月７日㈬に調査票を送付します。健診受診の意
向を必ず全員回答してください。集団健診を希望する人は、
健診の申込みも兼ねているため回答しないと受診できません。
■ 対象者／昭和26年４月１日～昭和62年3月31日生まれの
米沢市国民健康保険被保険者

■ 回答方法／同封の返信用ハガキ（水色）・電話・電子申請の
いずれかで回答

「米沢市特定健診」受診率が過去最高！
〇 ２人に１人が受けています（※１）

〇 特定健診を受診することによるメリット
　①健康状態の把握、生活習慣病の予防・改善ができます。
　②効果的な保健サービスを受けることができます。

※１：40～ 74歳の米沢市国民健康保険被保険者が対象
※２：建設国保、歯科医師国保、医師国保を含む
※３：建設国保、歯科医師国保、医師国保を除く（R6分は集計中）

　対象者で、令和７年度（令和８年２月まで）の特定健診
の予約がお済みでない人は、健診ガイドブックをご確認
いただくか、担当までお問い合わせください。

１  できるだけ外で遊ぶ ････１日２時間ほど（最低でも30分
以上）は屋外で過ごす

２  長時間近くを見続けない ････「対象から 30cm以上目を
離す」「30分に１回は 20秒以上目を休める※」「姿勢を良
くする」「部屋を十分に明るくする」ことが推奨されてい
ます。また、近視の進行を抑える治療法として、夜寝る
ときに装用する特殊なコンタクトレンズ（オルソケラト
ロジー）や、低濃度アトロピン点眼薬などがあります。

※目を瞑
つぶ
る、遠くの景色を見る、スクリーンから目を離すなど

〇  こんなことがあったら、おうちの人に伝えてください。 
・黒板の字が見えにくい。	
・目を細めないと遠くの文字が読みにくい。	
・ぼやけて見えたり重なって見えたりする。
　小さい頃から目を大切にする習慣を付けることが、将来の
視力を守ることにつながります。定期的な目のチェックが、
健康な視力を保つ第一歩です。




